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① 点での 10w-p (Example 2
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Construction . (点 での 410w - up
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B10( )X := x) (
- ) = { (U , z) Ep(×) × X \ laz ]℃×

い 11

P
"

Euti (incidencevariety表示)

代図
B 10 (4ut'

)how-up已 → 段 = X
X

1

ョ

oa.;
. ☆ 、 点

パー

4' -tidle
↓

pride
ファイパー

= P(W{oJ/x)
holo

.

生束の射影化

P(X) = 1 … "
…

中座表示
[x0 : - . ;xn]

, (20, . , 2u)
ti

.j ≤ n

Bl 。 (4nt) = ( E PMX Cnti 1 x:万 = xjz、 |
□
, た, 2= xiでも OK.



② 糸 型身部分空間でのHow- up (Example 2 .5月
Construction .(線型部1 や奥間 での 中/owup ) OEdan

pn
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≤ fnts を
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20 = … = 2 d = 0で 定 まる線型部分空間 とする

。
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n-
4 に 沿ったw -p を 以下で 定義する 。
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③一般の 部分多様体 での w- up

アイぼ了 :

YEX が 称型部空間に 見えるよなャ
Construction.(一般の 部分多様体でのhow- up ) Y
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Y ≤ X :$ mfd に 対 し 、 以下 をみたす σ : Bly (×) → X が 存在する 。

。 Bl . y(×)\σ '(* )←> X \ Y ;iso ( Y の外では iso )

の σ
- 1 (、*) ー 丫
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p(V'cx ) や注束 の射影 ( Y 上のァイバーは法束 の射9化 '

Def. 2 . 5 . 4 上 のとき 超曲面 σ
- “ (Y ) を σ の exceptional divisor といろ 。

Rmk . . Y ≤ Xが codim = 1 なら B(Xly ) = X .(法束 は ¢で、構より )



～貼り 合わせ～

貼り合わせに 必要 なもの …⑥ cplxmfd の 族 { X: }
~

① stmfd と同型の族 {: ? X; 熙 X; i ≤X;}1 へ
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“ 目標 。 ⑥ メ=σ(φ:(ω:)
)
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構成 ここより、 中 = (β… …) とか C とき
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とかける。( cf. 2-4. 7. 観察 )
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② X \とでコンパチなのは 1中:g がコンパチなので ) OK
Y せにおいて

(x,zε4m )～ ( 北1 水能) )
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チェック代 : WXにおけるコサクル条件は 、 Y εOiの長 に対 し
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, ⑤c 0 φ; =φ% より
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さらに 、 そのァイバーが PNe* ( ) と 同型であることも 分かった



D点 での bow -p における 可逆層 のふるまい

以下 X : nikanfd , Y = {x} ≤ X
,
* = Bly (× ) ェメとする 。
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.
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5. KX ≡σ*K× * x (( n - )E )

blow-upにおいてE ☆ X1{( Eの 外 では 同型)なので、( 標準束 K には “ E における 変化 め⑤ (L^ - )E) が 現れる 。
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Cor . 2 . 5 . 6 . O (E) (E ≡ QE( -1 )

prf. E ≡ Pn
-
i

3
.
4
.

3

の θ( -n ) ≡KE (Kx*OCDEIE
、 (σ*K×め ①((n-)E )*O( )EIE
≈ ( KX** O(nDEIE

σ*K×1 K
へ σ

≡ *K×|E め OCnE) IE
ー .

X

:
*

! 臨 I
≡ O(nE ) IE “ ∵

54kx /e'
friu .

" 〈
= O(E)(On triv.

。 Picp
”-
は torsionfree (Et. 3

.

2
.

16 ) より OK

別prf.
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代連結和 としての表示

M dim=m . DERM : 半径 しの 開球式

U.い∴
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0 M # M
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n

を
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M# M にも 自然な 向 きが入 る。
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。に 興味がある。
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